
は
じ
め
に

備
中
足
守
藩
の
第
六
代
藩
主
木
下
公 き
ん

定
（
一
六
五
三
―
一
七
三
〇
）
が
編
纂
し
た

『
新
撰
自
註
桑
華
蒙
求
』（
岡
山
市
指
定
重
要
文
化
財
、
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
寄

託
、
以
後
『
桑
華
蒙
求
』
と
省
略
す
る
）
は
、
そ
の
叙
文
と
跋
文
の
記
録
か
ら
、
宝
永

七
年
（
一
七
一
〇
）
か
ら
正
徳
年
間
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
は
こ
の
叙
文
を
読
み
、
公
定
の
教
養
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

一
『
桑
華
蒙
求
』
の
編
成

『
桑
華
蒙
求
』
は
、
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
の
全
三
巻
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
縦
二
六
・

一
、
横
一
九
・
二
の
版
本
で
あ
る
。

装
丁
は
四
つ
目
綴
じ
で
、
表
紙
の
左
上
に
題
箋
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
題
箋
の

周
囲
に
は
巾
三
ミ
リ
程
度
の
金
地
の
紙
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
状
態
も
比
較
的
良

好
な
た
め
、
こ
の
版
本
に
つ
い
て
は
藩
主
の
持
ち
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。

上
巻
は
、
表
紙
・
見
返
し
・
序
文
・
叙
・
凡
例
・
引
書
・
標
題
・
本
文
か
ら
な
る
全

七
一
丁
、
中
巻
は
表
紙
・
見
返
し
・
標
題
・
本
文
の
全
八
二
丁
、
下
巻
は
表
紙
・
見
返

し
・
標
題
・
本
文
・
跋
文
の
全
八
二
丁
か
ら
な
る
。

各
巻
は
す
べ
て
漢
文
で
記
さ
れ
、
本
書
の
標
題
は
日
中
の
説
話
に
ち
な
ん
だ
四
字
句

で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
豊
臣
秀
吉
を
「
豊
国
猿
面
」
、
中
国
の
劉

邦
を
「
漢
祖
龍
顔
」（『
桑
華
蒙
求
』
下
巻
よ
り
）
と
い
う
よ
う
に
、
日
中
で
話
の
似
た

も
の
を
対
比
さ
せ
て
交
互
に
紹
介
し
て
お
り
、
上
巻
は
日
本
の
話
が
一
〇
〇
題
、
中
国

の
話
が
一
〇
〇
題
の
計
二
〇
〇
題
、
中
巻
は
日
本
の
話
が
一
〇
四
題
、
中
国
の
話
が
一

〇
四
題
の
計
二
〇
八
題
、
下
巻
は
日
本
の
話
が
一
〇
二
題
、
中
国
の
話
が
一
〇
二
題
の

計
二
〇
四
題
で
、
全
巻
合
わ
せ
て
六
一
二
題
も
の
話
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
上
巻
の
九
丁
表
か
ら
十
丁
裏
に
か
け
て
の
引
書
一
覧
に
は
、
編
纂
に
際
し
て

公
定
が
参
考
に
し
た
日
中
の
書
物
名
が
記
さ
れ
、
和
書
が
五
〇
冊
、
漢
籍
が
二
十
四
冊

の
計
七
十
四
冊
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

二
叙
文
を
読
む

木
下
公
定
の
叙
文
は
、
『
桑
華
蒙
求
』
上
巻
の
四
丁
表
か
ら
六
丁
裏
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
章
で
は
、
原
文
を
書
き
下
し
、
訳
を
付
し
て
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

【
史
料
】桑
華
蒙
求
叙

有

�異
域
有
焉
。
本
朝
無
焉
者

�邪
。
曰
。
虎
豹
是
也
。
有

�上
古
有
焉
。
後
世
無

焉
者

�邪。
曰
。
聖
人
是
也
。
然
虎
豹
遺

�皮。
則
雖

�不

�見

�血肉

�足矣
。
聖
人

乗
�教。

則
雖

�不

�対

�面目

�亦可
也
。
吾
邦
雖

�小。
文
物
制
度
。
頗
与

�中華

�

相
類
。

決
非

�如

�被
髪
文

身
。

�冠

�縫
之

族

�。
況

太
古

天
神

降
。
地

�産
。

夫
神
人
超

�過聖
人

�。蓋
亦
一
等
矣
。
昔
舎
人
王
著

�日本
書
記

�。爾
来
史
才
世
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【
コ
ラ
ム
】木

下
公
定
編
纂
『
新
撰
自
註
桑
華
蒙
求
』
叙
文
を
読
む

瀬
戸

裕
子



不

�
�。

続
日
本
書
紀
。
日
本
後
紀
。
続
日
本
後
紀
。
文
徳
実
録
。
三
代
実
録
等

書
。
比
比
並
出
。
但
惜
中
世
以
降
。
無
二
継

�武而
作
者

�。間
雖

�史館
有

�記録

�。

秘
在

�官
庫

�。
非

�凡
下
容
易
所

�閲
覧

�。
幸
有

�稗
官
小
説

�。
而
足

�知

�古
今

梗
概

�

。
故
予
読
書
之
暇
。
毎

�

見

�

彼
人
物
行
実
。
可

�

以
勧
奨

�

者

�

。
自
摘
抄
之
。

却
将

�中華
人
才
性
行
相
似
者

�来配
偶
焉
。
実
得

�数百
件

�。遂
用

�韻語

�。自

號
曰

�桑
華
蒙
求

�。
夫
蒙
求
之
作
。
権

�輿
于
有
唐
李
瀚
氏

�。
逮

�于
皇
明
柳
氏

続
蒙
求
。
九
我
新
蒙
求
。
及
雪
堂
禅
蒙
求
。
継
作

�。
不

�啻
于
此
而
己

�。
今
予

所

�著述

�。唱
以

�扶桑
之
前
縦

�。対
以

�中華
之
故
事

�。只
恐
不

�免

�円鑿
方

	之
謗

�。
然
亦
千
里
遵
蓴
羹
。
対

�王
家
羊
酪

�之
遺
意
歟
。
不

�敢
望

�博
洽
君

子
之
一
顧

�。偏
助

�吾家
童
蒙

�己矣
。
葵
峯
豊
公
定

〈
書
き
下
し
文
〉

異
域
に
有
り
て
本
朝
に
無
き
者
有
り
や
。
曰
く
虎
豹
是
な
り
と
。
上
古
に
有
り
て
後

世
に
無
き
者
有
り
や
。
曰
く
聖
人
是
な
り
と
。
然
れ
ど
も
虎
豹
の
皮
を
遺
す
と
き
は
則

ち
血
肉
を
見
ず
と
雖
も
足
れ
り
。
聖
人
の
教
を
乗 も
ち
い

と
き
は
則
ち
面
目
に
対
せ
ず
と
雖

も
可
な
り
。
吾
邦
小
な
り
と
雖
も
文
物
制
度
頗
る
中
華
と
相
類
す
。
決
し
て
被
髪
文
身
、


冠

�縫
の
族
の
如
き
に
は
非
ず
。
况
ん
や
太
古
に
天
神
降
り
、
地

�産
す
。
夫
れ
神

人
の
聖
人
に
超
過
し
た
ま
ふ
。
蓋
し
一
等
な
り
。
昔
、
舎
人
王
は
日
本
書
記
を
著
す
。

爾
来
史
才
世
々

�

と
ぼ
しか
ら
ず
。
続
日
本
書
紀
、
日
本
後
紀
、
続
日
本
後
紀
、
文
徳
実
録
、

三
代
実
録
等
の
書
、
比
比
と
し
て
並
び
出
ず
。
但
だ
惜
む
ら
く
は
中
世
よ
り
以
降
、
武

を
継
ぎ
て
作
る
者
無
し
。
間
々
史
館
に
記
録
有
り
と
雖
も
、
秘
し
て
官
庫
に
在
り
、
凡

下
容
易
に
閲
覧
す
る
所
に
非
ず
。
幸
に
稗
官
の
小
説
有
り
て
古
今
の
梗
概

こ
う
が
いを
知
る
に
足

れ
り
。
故
に
予
は
読
書
の
暇
に
彼
の
人
物
の
行
実
の
以
て
勧
奨
す
可
き
者
を
見
る
毎
に
、

自
ら
之
を
摘
抄
す
。
却
て
中
華
の
人
才
性
行
相
似
た
る
者
を
将 も

ち
来
り
て
配
偶
す
。
実

に
数
百
件
を
得
た
り
。
遂
に
韻
語
を
用
ひ
て
自
ら
號
し
て
桑
華
蒙
求
と
曰
ふ
。
夫
れ
蒙

求
の
作
は
有
唐
の
李
瀚
氏
に
権
輿
し
、
皇
明
の
柳
氏
が
続
蒙
求
、
九
我
が
新
蒙
求
及
び

雪
堂
が
禅
蒙
求
は
継
ぎ
て
作
る
に
逮 と
らふ
る
も
。
啻 た

だ
此
れ
の
み
な
ら
ず
。
今
、
予
が
著

述
す
る
所
、
唱
る
に
扶
桑
の
前 ぜ
ん

縦 し
ょ
う

を
以

っ
て
対
す
る
に
中
華
の
故
事
を
以

っ
て
す
。

只
恐
ら
く
は
円
鑿
方

	の
謗
を
免
れ
ず
。
然
れ
ど
も
千
里
の
蓴
羹
は
王
家
の
羊
酪
に
対

す
る
の
遺
意
か
や
。
敢
て
博
洽
の
君
子
の
一
顧
を
望
む
に
あ
ら
ず
。
偏
に
吾
家
の
童
蒙

を
助
け
ん
が
の
み
な
り
。

〈
訳
文
〉

外
国
に
あ
っ
て
我
が
国
に
無
い
も
の
と
は
な
に
か
。
虎
や
豹
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
太

古
に
あ
っ
て
後
の
世
に
無
い
も
の
と
は
な
に
か
。
聖
人
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
け
れ
ど
も
、

虎
や
豹
は
皮
が
残
っ
て
い
れ
ば
血
と
肉
を
見
な
く
て
も
わ
か
る
。
聖
人
の
教
え
が
残
っ

て
い
れ
ば
、
そ
の
容
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
問
題
は
な
い
。
日
本
は
小
さ
な

国
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
学
問
・
芸
術
・
法
律
・
制
度
な
ど
、
す
こ
ぶ
る
中
国
と
の
類
似

点
が
あ
る
。
決
し
て
、
髪
を
ざ
ん
ば
ら
に
し
て
体
に
入
れ
墨
を
し
、
ナ
マ
ズ
の
冠
を
被
っ

て
縫
い
目
の
ま
ば
ら
な
衣
服
を
着
て
い
る
よ
う
な
野
蛮
な
風
俗
で
は
な
い
。
ま
し
て
、

太
古
に
は
天
神
が
降
り
、
地
神
が
現
れ
て
い
る
。
そ
の
神
は
聖
人
よ
り
も
一
等
上
の
存

在
で
あ
る
。
昔
、
舎
人
王
が
『
日
本
書
紀
』
を
著
し
た
。
そ
れ
以
来
、
国
の
記
録
を
つ

か
さ
ど
る

役
人
は

尽
き
な
か

っ
た
。
『
続
日
本

（
書

）
紀

』
、
『
日
本
後
紀

』
、
『
続
日
本

後
紀
』、『
文
徳
実
録
』、『
三
代
実
録
』
な
ど
の
書
が
、
次
々
と
世
に
並
び
出
て
い
た
。

た
だ
惜
し
い
こ
と
に
、
中
世
以
降
は
武
士
の
世
が
続
き
、
国
の
歴
史
を
編
纂
す
る
者
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
史
館
に
記
録
は
あ
る
が
、
政
府
の
書
庫
に
収
め
ら
れ
、
容

易
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
幸
い
に
、
歴
史
小
説
な
ど
で
古
今
の

あ
ら
ま
し
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゆ
え
に
、
私
は
読
書
の
暇
を
み
て
、
古
人
の
行
動
・

功
績
の
中
で
自
ら
の
行
い
の
参
考
と
な
る
話
を
抜
き
出
し
、
中
国
の
歴
史
上
の
人
物
で

性
格
や
行
い
の
似
た
も
の
を
添
わ
せ
て
み
る
と
、
実
に
数
百
件
に
も
の
ぼ
っ
た
。
つ
い

に
韻
を
用
い
て
、
自
ら

『
桑
華
蒙
求

』
と

名
付

け
た
。
『
蒙
求

』
は
唐
代
の
李
瀚
が

編

纂
し
た
も
の

で
、
皇
明
の
柳
氏
が

『
続
蒙
求

』
、
九
我
が

『
新
蒙
求

』
お
よ
び
雪
堂
が

『
禅
蒙
求

』
と

次
々
に

編
纂

さ
れ
た
が
、
こ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
今
、

私
が
著
述
す
る

も
の
は
、
扶
桑
を
前
に
挙
げ
て
中
国
の
故
事
を
後
ろ
に
置
い
て
対
比
さ
せ
て
い
る
。
た

だ
私
が
恐
れ
て
い
る
の
は
、
鑿
の
丸
い
穴
に
四
角
い

	を
ね
じ
込
む
よ
う
な
無
理
が
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
千
里
湖
の
蓴
羹
は
王
家
の
羊
酪
よ
り
も
素
晴
ら
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し
い
素
材
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
物
は
博
学
者
た
ち
の
も
の
で
は
な
く
、
わ

が
藩
の
子
ど
も
た
ち
の
教
え
と
す
る
た
め
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
叙
文
の
中
の
「
但
惜
中
世
以
降
。
無

�

継

�

武
而
作
者

�

。
間
雖

�

史
館
有

�

記
録

�

。

秘
在

�官庫

�。非

�凡下
容
易
所

�閲覧

�。」
の
一
節
か
ら
は
、
公
定
の
率
直
な
嘆
き
が

伝
わ
る
。
武
士
の
台
頭
に
よ
り
武
が
重
視
さ
れ
始
め
、
後
に
続
く
歴
史
書
の
出
版
が
途

絶
え
た
こ
と
、
ま
た
、
史
館
（
歴
史
を
編
集
す
る
役
所
）
に
記
録
が
あ
っ
て
も
そ
れ
ら

を
簡
単
に
閲
覧
で
き
な
い
と
い
う
も
ど
か
し
さ
に
、
『
桑
華
蒙
求
』
が
生
ま
れ
る
根
幹

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
、「
幸
有

�

稗
官
小
説

�

。
而
足

�

知

�

古
今
梗
概

�

。」

で
あ
る
か
ら
、
自
ら
の
行
い
の
参
考
に
と
蒐
集
し
た
日
中
の
話
が
、
あ
る
程
度
量
を
な

し
た
と
い
う
の
が
、
編
纂
に
あ
た
る
大
き
な
動
機
の
一
つ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
蒙
求
』
そ
の
も
の
は
、
唐
の
李
瀚
が
編
纂
し
た
人
物
故
事
集
で
あ
り
、
平
安
時
代

初
期
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
以
降
は
、
学
習
書
と
し
て
用
い
ら
れ
、

「
勧
学
院
の
雀
は
蒙
求
を
さ
え
ず
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
多
く
の
人
々
に
読
み
親
し
ま

れ
て
き
た
書
物
で
あ
る
。
公
定
の
叙
文
の
最
後
に
あ
る
「
偏
助

�吾
家
童
蒙

�己
矣
。
」

と
い
う
一
節
か
ら
す
れ
ば
、
『
蒙
求
』
に
倣
い
、
藩
の
児
童
に
教
訓
を
教
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
『
桑
華
蒙
求
』
を
編
纂
し
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
喩
え
が
面
白
く
、
呉
の
陸
機
の
説
話
を
示
し
た
一
節
「
然
亦

千
里
遵
蓴
羹
。
対

�王
家
羊
酪

�之
遺
意
歟
。
」
で
は
、
王
家
の
羊
酪
（
発
酵
食
品
）
を

博
学
者
、
千
里
湖
の
蓴
羹
を
藩
の
子
ど
も
た
ち
に
見
立
て
て
お
り
、
千
里
湖
の
蓴
羹
は

も
と
の
素
材
が
よ
く
、
少
し
の
味
付
け
で
美
味
し
く
な
る
よ
う
に
、
藩
の
子
ど
も
た
ち

も
教
育
次
第
で
素
晴
ら
し
い
人
間
に
育
つ
こ
と
を
示
し
、
編
纂
の
意
義
を
唱
え
て
い
る
。

叙
文
の
終
わ
り
で
、
公
定
は
自
ら
を
「
葵
峯
豊
公
定
」
と
号
し
て
お
り
、
徳
川
家
と

豊
臣
家
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
が
、
こ
の
意
図
に
つ
い
て
は
更
な
る
考
証
の
余
地
が
あ

ろ
う
。
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写 真 上：『桑華蒙求』版木

写真左下：『桑華蒙求』下巻、写真右下：『桑華蒙求』版本



お
わ
り
に

本
稿
は
、
『
桑
華
蒙
求
』
に
お
け
る
木
下
公
定
の
叙
文
を
読
み
、
編
纂
の
動
機
と
目

的
を
知
る
た
め
の
導
入
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
版
本
・
板
木
と
も
に
す
べ

て
現
存
し
て
い
る
た
め
、
両
者
あ
わ
せ
た
研
究
が
可
能
で
あ
り
、
先
行
研
究 （
１
）も
い
く
つ

か
発
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
活
用
も
不
可
欠
で
あ
る
。

な
お
、
木
下
家
関
連
の
文
書
類
は
、
現
在
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
に
「
足
守
藩
主
木

下
家
資
料
」
と
し
て
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
公
定
に
関
す
る
文
書
も
多
数
現
存
し
、
『
桑

華
蒙
求
』
の
草
稿
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
版
行
さ
れ
た
も
の
と
の
照
合
も
必
要

で
あ
ろ
う
。

公
定
の
教
養
お
よ
び
学
問
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、『
桑
華
蒙
求
』
編
纂
に
繋
が
っ

た
の
か
、
ま
た
、
版
木
に
つ
い
て
は
、
そ
の
制
作
年
な
ど
の
考
察
も
今
後
の
課
題
と
な

る
。な
お
、
本
資
料
は
平
成
二
十
六
年
度
に
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
し
た
特

別
展
「
岡
山
に
生
き
た
豊
臣
家
～
備
中
足
守
藩
木
下
家
資
料
～
」
に
お
い
て
、
版
本
・

版
木
と
も
に
展
示
公
開
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
刊
行
し
た
展
覧
会
図
録
の
中
で
、

『
桑
華
蒙
求
』
の
版
木
の
修
復
に
焦
点
を
当
て
た
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
拙
稿

で
は
あ
る
が
興
味
の
あ
る
方
は
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

〈
注
〉

（
１
）
『
桑
華
蒙
求
』
の
代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
市
井
の
研
究
者
・
吉
田
哲
郎
氏
に
よ
る
訳

注
が
私
家
本
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
氏
自
身
が
手
書
き
し
た
も
の
を
複
写
・
製
本

し
た
も
の
で
、
部
数
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
が
、
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
県
立

図
書
館
）
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

・
吉
田
哲
郎
『
年
代
順
桑
華
蒙
求
一
覧
扶
桑
之
部
』
（
私
家
本
、
一
九
九
一
）

・
吉
田
哲
郎
『
桑
華
蒙
求
訳
註
』
全
八
冊
（
私
家
本
、
一
九
八
九
～
一
九
九
四
）

・
吉
田
哲
郎
『
新
桑
華
蒙
求
物
語
』
全
七
冊
（
私
家
本
、
一
九
八
七
～
一
九
九
〇
）

ま
た
、
近
年
で
は
、
同
志
社
女
子
大
学
表
象
文
化
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
の
本
間
洋

一
氏
に
よ
り
『
桑
華
蒙
求
』
の
出
典
に
関
す
る
調
査
研
究
成
果
や
、
関
連
の
論
文
も
発
表
さ

れ
て
い
る
。

・
本
間
洋
一
「
『
桑
華
蒙
求
』
概
略
・
出
典
覚
書
」
上
巻
、
中
巻
、
下
巻
（
『
同
志
社
女
子
大
学

学
術
研
究
年
報
』
第
六
三
～
六
五
巻
、
二
〇
一
二
～
二
〇
一
四
）

・
本
間
洋
一
「
『
本
朝
世
説
』
の

基
礎
的
研
究
と
本
文
」
（
『
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
』

第
五
六
号
、
二
〇
〇
五
）

・
本
間
洋
一
『
本
朝
蒙
求
の
基

礎
的
研
究
』（

和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
）

・
本
間
洋
一
「
『
桑
華
蒙
求
』

管
見
」
（
『
同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
』
十
八

号
、
二

〇
〇
六
）

〈
付
記
〉

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
長

定
兼
学

様
、
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館

長
補

佐
小

野
田

伸
様
に
は
、

心
よ
り

感

謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
せ
と

ゆ
う
こ
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
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